
 

 

福島原発の事故汚染水を海に捨てるな！（増補版） 
（三重水素＝トリチウムの危険性を甘く見てはいけない） 

 

 

１． 汚染水はトリチウム水ではない 

＊東芝開発のＡＬＰＳでは除去しきれない様々な放射性核種が含有（ストロンチウム 90（骨

や歯に蓄積し超危険）、放射性ヨウ素 129（半減期 1560万年）、ルテニウム 106他、人体

内部で挙動不明の危険なその他放射性核種がいろいろ含まれる）、 

＊除去対象が63種類の放射性核種でいいかどうかも怪しい＝最近炭素14を追加 64種類へ） 

＊海洋投棄には濃度規制しかない ⇒ 水で薄めればいくらでも捨てられる、結局全部捨てる 

＊今現在の汚染水タンク内の放射性核種とその量を全部調査することがまず肝要 

 

 

２． トリチウムの存在形態は「水」だけではない＝有機結合トリチウム（ＯＢＴ）の危険性 

＊「トリチウムは水だから体内に入っても 10日程で排出」＝大ウソ(ＯＢＴとして長期残存) 

＊「放射線は弱いベータ線だ､心配ない」＝大ウソ（下記３参照）↓海藻も要注意（光合成） 

＊魚介類（海洋汚染）や動植物（大気汚染）のＯＢＴ ⇒ 食物連鎖で濃縮･蓄積し食卓へ 

＊福島沖をはじめ東日本太平洋側の漁獲物のベータ核種検査はどうする？（容易ではない） 

＊人間のＯＢＴ（１）⇒ 細胞核のＤＮＡの水素結合と入れ替わり滞留（生物学的半減期＝

500日以上） 

＊炭素結合トリチウムは「強い結合」⇒ 脂肪（水素）が多い部位に蓄積＝脳・神経、乳房、

生殖器など（精子にＤＮＡ修復機能なし） 

＊対応する障害＝認知症､統合失調症､発達障害､ダウン症､糖尿病､ガン・白血病等 

＊人間のＯＢＴ（２）⇒ トリチウムが崩壊してヘリウム３に転換＝ＤＮＡ破壊（内部被曝

だけでない）（「怪人トリチウム人間」の誕生＝トリチウム内部被曝の特殊性＝他の放射

性物質とは違う危険性） 

＊人間のＯＢＴ（３）⇒ 人間の体をつくる原子（水素含）は一定期間内に全て入替わる（福

岡伸一博士） 

 

 

３． トリチウムのベータ線は「弱い」ことはない 

＊最大エネルギー18.6ｋeV、平均エネルギー5.7ｋeV、人間の細胞の分子結合は 100eV程度 

＊人間の体を壊すには十分に大きなエネルギーを持つ放射線 ⇒ 細胞核やミトコンドリア

のＤＮＡ（遺伝子）を破壊 ⇒ ガン・白血病・肉腫などの健康疾患、ミトコンドリア疾

患（ぶらぶら病原因か？） 

＊集中破壊（クラスター損傷）引き起こす（ベータ線の体内での飛距離は数μ＝全エネルギ

ー吸収）（エネルギー吸収とは＝硬球野球のボールを顔面で受け止めることを想像） 
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４． ベータ線などの放射線の電離作用 

＊トリチウムで内部被曝するとベータ線の電離作用で体内に活性酸素が多く発生（危険） 

＊ガン・白血病をはじめ様々な病気・疾患の原因、エネルギーが小さいほど電離作用は強い 

＊人間は内部被曝による活性酸素（ヒドロキシルラジカル）に対抗する分解酵素を持たない 

 

 

５． エピジェネティクス（エピゲノム：遺伝子のＯＮ/ＯＦＦスイッチ）を破壊するベータ

線等の放射線 

＊遺伝子発現を制御しているエピゲノムを破壊する内部被曝 ⇒ ネズミの実験で判明して

いる健康疾患が「バイスタンダー効果」と「ゲノム不安定性」 

＊このうち「ゲノム不安定性」は深刻 ⇒ 被曝世代や 2代目・3代目ではなく、４代目以降

の子孫に遺伝子や染色体の突然変異が現れやすくなる現象（奇形児、遺伝的疾患、死産・

早死、病弱、性格異常、自閉症、精神・脳障害等） 

 

 

６． 海に出たトリチウム水は蒸発して水蒸気になり陸上に上がってくる 

＊トリチウム水は「水にトリチウムが溶けている」のではなく、水分子がトリチウムで構成

されている＝水蒸気になり海から陸に向かって吹く風で陸に上がる（呼吸被ばく） 

＊汚染水の海洋投棄は 30年近く続く見込み（沿岸住民は恒常的なトリチウム低線量（呼吸）

被ばくにさらされる） 

＊福島県沿岸は北から南に向かって「親潮」海流が流れている＝南の茨城県・千葉県が危険 

＊陸上に来たトリチウム水蒸気で土壌が汚染されるとやっかい（植物等による取り込み） 

 

 

７． トリチウム放出が多い加圧水型原発の周辺で白血病が多発 

＊カナダ＝ＣＡＮＤＵ炉（重水炉） 

＊泊原発＝泊村他周辺市町村、玄海原発＝玄海町･唐津市他の周辺市町村で原発稼働後白血

病急増 

 

 

８． 汚染水を保管する場所は福島原発周辺にいくらでもある（トリチウムの半減期は 12年） 

＊保管場所がないのではなく、東京電力や政府に「やる気がない」だけの話。 

＊石油備蓄方式もありうる（巨大な汚染水貯留フロート）、固体化する方法もある。 

＊トリチウムを分離する技術も開発されている（コスト面の問題はあるが政府は完全無視） 

＊100～200年待てばトリチウムはほぼ消滅。     

 

（参考）討論資料：放射線科学から見たトリチウムの危険性（概説） 

 http://nukecheck.namaste.jp/ronbun/ronbun_index.html 

以 上 
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